
毎
週　

月
･
水
･
金
曜
日
発
行

　
　

告　
　

示

○
熊
本
県
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
要
項
の
一
部
改
正　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
地
域
政
策
課
）　

一

○
字
の
区
域
の
変
更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
町
村
総
室
）　

二

○
道
路
の
供
用
開
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
道
路
維
持
課
）　

三

　
　

公　
　

告

○
道
路
位
置
の
指
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
建　

築　

課
）　

三

○　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

三

○
換
地
計
画
の
決
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
地
建
設
課
）　

三

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
建　

築　

課
）　

四

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
届
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
商
工
政
策
課
）　

四

○
県
有
財
産
売
却
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
実
施　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
管　

財　

課
）　

四

○
換
地
計
画
の
適
否
決
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
農
地
建
設
課
）　

五

　
　

登　

載　

依　

頼

○
熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　

（
教
育
委
員
会
）　

五

○
熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
傍
聴
人
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　
　

〃　
　

）　

六

○
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
会
議
の
開
催　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
）　

六

○
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
懇
話
会
の
会
議
の
開
催　
　
　

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
懇
話
会
）　

七

熊
本
県
告
示
第
八
百
七
十
九
号

　

熊
本
県
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
要
項
の
一
部
を
改
正
す
る
要
項
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

　
　
　

熊
本
県
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
要
項
の
一
部
を
改
正
す
る
要
項

　

熊
本
県
地
域
総
合
整
備
資
金
貸
付
要
項
（
平
成
二
年
熊
本
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
地
域
総
合
整
備
財
団
」
を
「
財
団
法
人
地
域
総
合
整
備
財
団
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
一
項
中
「
貸
付
」
を
「
貸
付
け
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」

に
改
め
る
。

　

第
四
条
中
「
貸
付
」
を
「
貸
付
け
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「
貸
付
」
を
「
貸
付
け
」
に
、
「
概
ね
」
を
「
お
お
む
ね
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
借
入
」
を
「
借
入
れ
」
に
改
め
る
。

　

第
十
三
条
第
五
号
中
「
和
議
開
始
」
を
「
再
生
手
続
開
始
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
、
第
八
号
、

第
九
号
又
は
第
十
号
」
を
「
又
は
前
三
号
」
に
改
め
る
。

　

第
十
七
条
中
「
提
出
済
」
を
「
提
出
済
み
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
二
条
の
見
出
し
中
「
手
続
き
」
を
「
手
続
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
要
項
は
、
告
示
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２　

こ
の
要
項
の
適
用
の
日
前
に
貸
付
決
定
が
な
さ
れ
た
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る

　

規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。
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目　
　

次 

告　
　
　
　

示

第
五
条
第
一
項

第
五
条
第
四
項

二
十
四
億
円

三
十
六
億
円

「
過
疎
地
域
」

二
十
四
億
円

三
十
億
円

三
十
六
億
円

四
十
五
億
円

二
十
六
億
円

四
十
億
円

「
過
疎
地
域
」
又
は
離
島
振
興
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第

七
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
離
島
振
興
対
策

実
施
地
域
」

二
十
六
億
円

三
十
三
億
円

四
十
億
円

五
十
億
円



熊 本 県 告 示 第 八 百 八 十 号

　 土 地 改 良 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 百 九 十 五 号 ） 第 二 条 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 区 画 整 理 事

業 の 実 施 に 伴 い 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 六 十 条 第 一 項 の 規 定

に よ り 、 次 の と お り 字 の 区 域 を 変 更 す る 旨 三 角 町 長 か ら 届 出 が あ っ た 。

　 右 の 届 出 に 係 る 字 の 区 域 の 変 更 は 、 当 該 事 業 に 係 る 換 地 処 分 の 公 告 が あ っ た 日 の 翌 日 か

ら そ の 効 力 を 生 ず る も の と す る 。

　 　 平 成 十 三 年 十 一 月 二 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 熊 本 県 知 事 　 潮 　 谷 　 義 　 子

平
成
13
年
11
月
21
日
　
水
曜

熊
本

県
公

報
第
1 
 0
  7
  7
  0
号

2

第 五 条 第 五 項

第 五 条 第 六 項

第 二 十 三 条

二 十 四 億 円

三 十 億 円

三 十 六 億 円  

四 十 五 億 円

「 過 疎 地 域 」

二 十 四 億 円

三 十 七 ・ 五 億 円

三 十 六 億 円

五 十 六 億 円

二 十 四 億 円

三 十 億 円

三 十 六 億 円

四 十 五 億 円

二 十 六 億 円

三 十 三 億 円

四 十 億 円

五 十 億 円

「 過 疎 地 域 」 又 は 離 島 振 興 法 （ 昭 和 二 十 八 年 法 律 第

七 十 二 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 「 離 島 振 興 対 策

実 施 地 域 」

二 十 六 億 円

四 十 一 億 円

四 十 億 円

六 十 二 億 円

二 十 六 億 円

三 十 三 億 円

四 十 億 円

五 十 億 円

変 更 後

の 字

変 更 後

の 大 字
区　　　　　　　域

変 更 前

の 字

変 更 前

の 大 字

長 田 町中 村

１２９４の２の一 部、１２９５の一部及

びこれらの区域に介在する道路である国有

地の全部

平 田中 村

平 田中 村

１４９３の一部、１４９４の１の一部、

１４９４の２の一部、１４９９の１の一部、

１４９９の２の一部、１５００の一部及び

これらの区域に隣接介在する道路、水路で

ある国有地の全部

長 田 町中 村

前 田郡 浦

１５３４の一部、１５５２の１の一部、

１５５２の２の一部、１５５３から１５５５

までの各一部及びこれらの区域に隣接介在

する道路、水路である国有地の全部

長 田 町中 村

松 下郡 浦

１５５９の一部、１５６０の１の 一部、

１５６０の２、１５６１の１の一部、

１５６１の２の一部及びこれらの区域に

隣接する道路である国有地の全部

長 田 町中 村

宮 ノ 前郡 浦

１５５９の一部、１５６１の１の 一部、

１５６１の２の一部、１５６２の１の一

部、１５６２の２、１５６３の１の一部、

１５６４の１の一部及びこれらの区域に

介在する水路である国有地の全部

長 田 町中 村

長 田 町中 村
１４８６の地先の道路、水路である国有

地の全部
京 塚中 村

長 田 町中 村
１３２の１、１３３、１３４、１３５に

隣接する道路、水路である国有地の全部
前 田郡 浦

松 下郡 浦

１３７の２の一部、１３８の１、１３８

の２、１３９の１の一部、１３９ の２、

１４１の２、１４１の４の一部及びこれ

らの区域に隣接する道路、水路である国有

地の全部

前 田郡 浦



熊
本
県
告
示
第
八
百
八
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
六
十
日
間
、
熊
本
県
土
木
部
道
路
維
持
課
に

お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

道
路
の
種
類
、
路
線
名
及
び
供
用
開
始
す
る
区
間
等

二　

供
用
開
始
す
る
期
日　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

熊
本
県
公
告
第
七
百
八
十
一
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
道
路

の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

築
造
者
の
住
所　

菊
池
市
大
字
隈
府
一
七
〇
〇
番
地
六

二　

築
造
者
の
氏
名　

高
木
安
昭

三　

道
路
の
位
置　

菊
池
市
大
字
北
宮
字
西
原
二
三
九
番
四
及
び
同
二
三
九
番
八

四　

道
路
の
幅
員　

四
・
〇
六
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
・
五
二
メ
ー
ト
ル
ま
で

五　

道
路
の
延
長　

五
十
四
・
〇
六
メ
ー
ト
ル

六　

指
定
年
月
日　

平
成
十
三
年
十
月
二
十
九
日

七　

指
定
番
号　

菊
池
景
建
第
二
百
十
八
号

熊
本
県
公
告
第
七
百
八
十
二
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
道
路

の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

築
造
者
の
住
所　

玉
名
市
山
田
二
〇
三
九
番
地
四

二　

築
造
者
の
氏
名　

水
植
嘉
一

三　

道
路
の
位
置　

玉
名
市
山
田
字
平
一
五
五
五
番
四
、
同
一
六
三
三
番
二
、
同
一
六
三
五
番
二
及
び
同

　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
三
六
番
三

四　

道
路
の
幅
員　

六
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

五　

道
路
の
延
長　

四
十
七
・
四
〇
メ
ー
ト
ル

六　

指
定
年
月
日　

平
成
十
三
年
十
一
月
五
日

七　

指
定
番
号　

玉
名
景
建
第
九
十
二
号

熊
本
県
公
告
第
七
百
八
十
三
号

　

県
営
南
関
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
（
区
画
整
理
）
施
行
に
係
る
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と

お
り
当
該
換
地
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
異
議

を
申
し
立
て
ら
れ
た
い
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子
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宮
ノ
前

郡
浦

１
６
８
の
一
部
、
１
６
９
の
一
部
、
１
７
０
か

ら
１
７
２
ま
で
、
１
７
３
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の

区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
国
有
地
の

全
部

松
下

郡
浦

松
下

郡
浦

２
５
９
４
の
一
部
、
２
５
９
５
の
一
部
、
２
５
９
７

の
一
部
 、
２
５
９
８
の
一
部
、
２
６
０
７
の
一

部
、
２
６
０
８
の
一
部
、
２
６
０
９
、
２
６
１
０

の
１
の
一
部
、
２
６
１
０
の
２
の
一
部
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
で
あ
る
国
有
地
の
全

部

宮
ノ
前

郡
浦

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
六
六
号

供

用

開

始

す

る

区

間

天
草
郡
大
矢
野
町
大
字
中
字
西
五
把
浦

　
　
　
　
　

四
四
八
六
番
二
地
先
か
ら

同　
　

所　
　
　
　
　
　

字
新
田

　
　
　
　
　

四
五
三
二
番
八
地
先
ま
で

延　
　

長

（
メ
ー
ト
ル
）

二
七
二
・
〇

備

考

構

想

推

公　
　
　
　

告



一　

縦
覧
の
期
間　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
三
年
十
二
月
二
十
日
ま
で

二　

縦
覧
の
場
所　

南
関
町
土
地
改
良
区
事
務
所

三　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

１　

換
地
設
計
書

　

２　

各
筆
換
地
明
細
書

　

３　

清
算
金
明
細
書

　

４　

換
地
を
定
め
な
い
土
地
そ
の
他
特
別
の
定
め
を
す
る
土
地
の
明
細
書

熊
本
県
公
告
第
七
百
八
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、

同
法
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
及
び
面
積

　
　

上
益
城
郡
嘉
島
町
大
字
上
島
字
北
霍
一
八
六
一
番
三

　
　

八
百
九
十
九
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

上
益
城
郡
嘉
島
町
大
字
鯰
一
三
八
五

　
　

鷹
木　

一
信

　
　

熊
本
市
蓮
台
寺
五
丁
目
二
番
五
号

　
　

伊
津
野　

靖

熊
本
県
公
告
第
七
百
八
十
五
号

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）第
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

ニ
コ
ニ
コ
堂
江
津
店

　
　

熊
本
市
出
水
四
丁
目
四
〇
三｜

二

二　

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称

　
　

株
式
会
社
ニ
コ
ニ
コ
堂　

代
表
取
締
役　

友
納　

宏

三　

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
前
の
店
舗
面
積
の
合
計

　
　

一
、
一
七
七
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
廃
止
後
の
店
舗
面
積
の
合
計

　
　

九
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル

五　

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計
が
一
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
と
な
る
日

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
十
二
日

六　

変
更
す
る
理
由

　
　

店
舗
改
装
の
た
め

熊
本
県
公
告
第
七
百
八
十
六
号

　

県
有
財
産
を
次
の
と
お
り
売
却
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

物
件
の
表
示

　
　

土　

地　

宇
土
市
浦
田
町
字
浦
田
六
七
番

　
　
　
　
　
　
　
　

宅　

地　

二
、
九
三
六
・
一
九
平
方
メ
ー
ト
ル
（
実
測
）

　
　

建　

物　

宇
土
市
浦
田
町
字
浦
田
六
七
番

　
　
　
　
　
　
　
　

庁
舎
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋
根
平
屋
建　

ほ
か
付
属
建
物
四
棟

　
　
　
　
　
　
　
　

主
た
る
建
物　

六
九
五
・
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

付
属
建
物
一　
　

一
六
・
五
二
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

付
属
建
物
二　
　

三
三
・
一
五
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

付
属
建
物
三　
　

六
三
・
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

付
属
建
物
四　
　

二
二
・
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

二　

入
札
期
日

　
　

平
成
十
三
年
十
二
月
五
日　

午
前
十
時

三　

入
札
場
所

　
　

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号　

熊
本
県
庁
行
政
棟
本
館
十
一
階
第
一
共
用
会
議
室

四　

入
札
保
証
金

　
　

入
札
金
額
の
百
分
の
六
以
上
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
納
入
は
、
現
金
又

　

は
銀
行
が
振
り
出
し
、
若
し
く
は
支
払
保
証
を
し
た
小
切
手
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

な
お
、
落
札
者
が
契
約
を
締
結
し
な
い
と
き
は
、
熊
本
県
に
帰
属
す
る
。

五　

開
札
期
日　

入
札
終
了
後
即
時
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六　

入
札
説
明
会

　
　

次
の
日
時
及
び
場
所
で
行
う
。

　
　

日
時　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日　

午
後
一
時
二
十
分
か
ら
午
後
二
時
ま
で

　
　

場
所　

下
益
城
郡
松
橋
町
久
具
四
〇
〇
番
一　

熊
本
県
宇
城
総
合
庁
舎
第
一
会
議
室

　
　

な
お
、
説
明
会
終
了
後
、
午
後
四
時
ま
で
建
物
内
部
を
開
放
す
る
。

七　

契
約
保
証
金

　
　

契
約
金
額
の
百
分
の
十
以
上
を
契
約
と
同
時
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
納

　

入
は
、
現
金
又
は
銀
行
が
振
り
出
し
、
若
し
く
は
支
払
保
証
し
た
小
切
手
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
。

八　

入
札
参
加
資
格

　
　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
こ
の
入
札
に
参
加
で
き
な
い
。

　
　

当
該
入
札
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し
な
い
者
、
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
及
び
地
方

　

自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
者
で
、

　

当
該
各
号
に
該
当
す
る
事
実
が
あ
っ
た
後
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

九　

入
札
参
加
申
込
書

　
　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
よ
り
入
札
参
加
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

提
出
期
限　

平
成
十
三
年
十
二
月
三
日　

午
後
五
時

　
　

提
出
先　

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号　

熊
本
県
総
務
部
管
財
課

十　

入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
九
の
入
札
参
加
申
込
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

１　

個
人
の
場
合

　
　
　

市
町
村
長
発
行
の
身
元
証
明
書
、
住
民
票
及
び
印
鑑
証
明
書

　

２　

法
人
の
場
合

　
　
　

法
人
登
記
簿
謄
本
及
び
印
鑑
証
明
書

　

３　

１
又
は
２
の
代
理
人
が
参
加
す
る
場
合

　
　
　

１
又
は
２
に
掲
げ
る
書
類
、
委
任
状
及
び
代
理
人
の
印
鑑
証
明
書

十
一　

そ
の
他

　

１　

契
約
締
結
期
限　

平
成
十
三
年
十
二
月
十
九
日

　

２　

売
買
代
金
納
入
期
限　

納
入
通
知
書
に
よ
り
指
定
す
る
。

　

３　

契
約
締
結
場
所　

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号　

熊
本
県
庁
行
政
棟
本
館
七
階　

熊
本
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
部
管
財
課

　

４　

入
札
参
加
者
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
、
同
法
施
行
令
、
熊
本
県

　
　

財
産
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
熊
本
県
条
例
第
二
十
三
号
）
、
熊
本
県
会
計
規
則
（
昭
和
六
十
年
熊
本

　
　

県
規
則
第
十
一
号
）
等
を
承
知
の
う
え
入
札
す
る
も
の
と
す
る
。

　

５　

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
総
務
部
管
財
課

　
　
　

（
電
話
〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一
番　

内
線
三
三
〇
七
）

熊
本
県
公
告
第
七
百
八
十
七
号

　

鯰
浮
明
地
区
共
同
施
行
代
表
者
松
田
誠
一
か
ら
鯰
浮
明
地
区
の
換
地
計
画
認
可
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、

審
査
し
た
と
こ
ろ
、
計
画
を
適
当
と
決
定
し
た
か
ら
、
次
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。
関
係
権

利
者
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
縦
覧
期
間
満
了
後
十
五
日
以
内
に
申
し
立
て
ら
れ
た
い
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

一　

縦
覧
期
間　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
十
三
年
十
二
月
十
一
日
ま
で

二　

縦
覧
の
場
所　

上
益
城
郡
嘉
島
町
鯰
一
三
七
七
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　

鯰
公
民
館

三　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　

１　

換
地
設
計
書

　

２　

各
筆
換
地
明
細
書

　

３　

清
算
金
明
細
書

　

４　

換
地
を
定
め
な
い
土
地
そ
の
他
特
別
の
定
め
を
す
る
土
地
の
明
細
書

　

熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
委
員
長　

今　

村　

潤　

子

熊
本
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
熊
本
県
教
育
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
八
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
一
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
傍
聴
人
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
委
員
長　

今　

村　

潤　

子

熊
本
県
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号

　
　
　

熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
傍
聴
人
規
則

　

熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
傍
聴
人
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
熊
本
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
全
部

を
改
正
す
る
。

　

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
規
則
は
、
熊
本
県
教
育
委
員
会
会
議
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
熊
本
県
教
育
委
員
会
規
則
第

　

四
号
）
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
の
会
議
（
以
下
「
会
議
」
と
い
う
。
）
の
傍
聴
に
関

　

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

（
傍
聴
の
手
続
等
）

第
二
条　

会
議
を
傍
聴
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
付
に
お
い
て
住
所
氏
名
を
傍
聴
人
受
付
簿
に
記
入
し
、

　

傍
聴
券
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
報
道
関
係
者
で
委
員
長
が
特
に
認
め
る
者
は

　

こ
の
限
り
で
は
な
い
。

２　

委
員
長
は
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
傍
聴
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

傍
聴
券
の
交
付
を
受
け
て
入
場
す
る
と
き
は
、
係
員
に
当
該
傍
聴
券
を
提
示
し
、
そ
の
指
示
に
従
わ

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
三
条　

次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

一　

会
議
の
妨
害
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
器
物
等
を
携
帯
し
て
い
る
者

　

二　

酒
気
を
帯
び
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者

　

三　

前
二
号
の
ほ
か
、
委
員
長
が
傍
聴
を
不
適
当
と
認
め
る
者

　

（
傍
聴
人
の
守
る
べ
き
事
項
）

第
四
条　

傍
聴
人
は
、
静
粛
を
旨
と
し
、
傍
聴
席
に
あ
る
間
、
次
の
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

議
事
に
批
評
を
加
え
、
又
は
賛
否
を
表
明
し
な
い
こ
と
。

　

二　

会
議
場
に
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
。

　

三　

み
だ
り
に
傍
聴
席
を
離
れ
な
い
こ
と
。

　

四　

私
語
、
談
話
又
は
拍
手
等
を
し
な
い
こ
と
。

　

五　

飲
食
又
は
喫
煙
を
し
な
い
こ
と
。

　

六　

撮
影
又
は
録
音
を
目
的
と
す
る
機
器
を
使
用
し
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
委
員
長
の
許
可
を
得
た
場

　
　

合
を
除
く
。

　

七　

前
各
号
の
ほ
か
、
会
議
の
妨
害
と
な
る
よ
う
な
言
動
を
し
な
い
こ
と
。

　

（
傍
聴
人
の
退
場
）

第
五
条　

傍
聴
人
が
こ
の
規
則
に
違
反
し
、
又
は
議
場
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
委
員
長

　

は
退
場
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

傍
聴
人
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
直
ち
に
退
場
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
傍
聴

　

券
は
、
係
員
に
退
場
の
と
き
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
委
員
長
が
退
場
を
命
じ
た
場
合

　

二　

非
公
開
の
会
議
が
開
催
さ
れ
る
場
合

　

三　

会
議
が
閉
会
さ
れ
た
場
合

　

（
そ
の
他
）

第
六
条　

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
ほ
か
、
委
員
長
か
ら
特
に
指
示
が
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
指
示
に
従
わ

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
一
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

熊
本
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
公
告
第
二
号

　

熊
本
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
会
議
を
、
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　

な
お
、
当
該
会
議
の
傍
聴
の
手
続
は
、
次
の
と
お
り
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

園　

田　

富　

雄

一　

開
催
日
時

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日

　
　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
ま
で

二　

開
催
場
所

　
　

熊
本
市
水
前
寺
公
園
二
八｜

五
一

　
　
　

熊
本
テ
ル
サ　

り
ん
ど
う
・
つ
ば
き
の
間

三　

議
題

　

１　

平
成
十
三
年
度
上
半
期
の
事
業
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て

　

２　

平
成
十
三
年
度
下
半
期
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

３　

平
成
十
三
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　

４　

そ
の
他

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
人

五　

傍
聴
手
続
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１　

傍
聴
希
望
者
は
、
会
議
の
開
催
予
定
時
刻
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
お
い
て
、
協
議
会
の
会

　
　

長
の
許
可
を
得
た
上
で
、
会
議
の
会
場
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
に
な
り
次
第
終
了
す
る
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　

熊
本
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
熊
本
県
総
務
部
市
町
村
総
室
選
挙
班
）

　
　

（
電
話
〇
九
六｜
三
八
一｜

八
〇
一
五
）

熊
本
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
懇
話
会
公
告
第
二
号

　

第
二
回
熊
本
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
懇
話
会
の
会
議
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

　

な
お
、
当
該
会
議
の
傍
聴
手
続
は
次
の
と
お
り
。

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
懇
話
会

一　

開
催
日
時

　
　

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

　
　

午
後
三
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
（
予
定
）

二　

開
催
場
所

　
　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　

熊
本
県
庁
舎
行
政
棟
新
館　

二
階　

多
目
的
Ａ
Ｖ
会
議
室

三　

議
題
（
予
定
）

　
　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
振
興
指
針
（
素
案
）
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

二
十
人

五　

傍
聴
手
続

　
　

会
議
の
傍
聴
の
受
付
は
、
午
後
二
時
二
十
分
か
ら
午
後
二
時
五
十
分
ま
で
会
議
の
会
場
入
口
に
お
い

　

て
行
い
、
懇
話
会
の
座
長
が
認
め
た
う
え
で
、
事
務
局
の
案
内
に
よ
り
会
議
の
会
場
に
入
る
こ
と
が
で

　

き
る
。
た
だ
し
、
受
付
終
了
時
点
で
定
員
を
超
え
る
希
望
者
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
傍
聴
者

　

を
決
定
す
る
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

熊
本
県
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
十
八
番
一
号

　
　

熊
本
県
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
懇
話
会
事
務
局
（
熊
本
県
企
画
開
発
部
企
画
調
整
課
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　

シ
ッ
プ
企
画
室
）

　
　

（
電
話
〇
九
六｜

三
八
三｜

一
一
一
一　
　

内
線
三
六
四
一
）

平成13年11月21日　水曜 熊 本 県 公 報 第 1  0  7  7  0号7



平成13年11月21日　水曜 熊 本 県 公 報 第 1  0  7  7  0号 8
発　
行　
所　

熊　
　
　

本　
　
　

県　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
市
国
府
四
丁
目
一
〇｜

一
八

平
成
十
三
年
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二
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